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｜ Corporate Philosophy ｜企業理念｜

夢と信念、情報と行動

社会に役立つ
夢ある企業への挑戦

FUNAIは世界中から選ばれる製品を創る

“世界中から”	 … グローバル企業として
“選ばれる”	 … 業界トップシェアを目指し
“製品を創る”	 … 愛される製品を開発する

基本理念

経営理念

グループビジョン

基本理念・社訓・社是は、創業精神を明文化した当社経営活動の拠り所・支柱となるものです。
経営理念・グループビジョンは、これを踏まえ2018年に設定された達成すべき企業イメージ・行動指針で、時代・
社会情勢などに応じて進化します。

企業理念の体系について
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より良い製品を
より厚い信用を
より実りある共存共栄を

困難に打ち克つファイト
苦しみから生まれるアイデア
最後ににじみでるヒューマニティ

Corporate logo｜コーポレートロゴ
円から鋭く飛び出している「F」は、これまで既成概念を破ってきたと同時に、これからも力強く伸び
ていくFUNAIを意味しています。
また、「F」は人の手の象徴でもあり、生産・製造をあらわしています。FUNAIの高い生産性と磨きぬ
かれた品質を、鋭角でシンプルなイメージで示しています。

社是

社訓

創業者  船井 哲良

「知・情・意」の三角形を大きくする
「知（知恵）」「情（思いやり）」「意（行動力）」。この三角形が大きく
なるほど、人間としての器が大きくなる。 
この三角形が大きくなっていかないと、歳を重ねても人間としては大
きくなっていないということになる。たとえば三十歳を超えたら、あ
るいは、四十歳を超えたら、それにふさわしい技能に高まっており、
人間として向上していなければならない。三角形が大きくなるほど、
その人は社会に貢献できるようになる。

（出典「四十歳で五つの会社の社長になる」船井哲良）

社訓について
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船井電機は本年、2021 年、創立 60 周年を迎えます。

この間、トランジスタラジオをはじめ、VHS ビデオ
テープレコーダー、テレビデオ、インクジェットプリ
ンター、家庭用ファクシミリ、DVD プレーヤー、BD
プレーヤー、ハードディスク内蔵有機 EL テレビ等、リー
ズナブルかつ高品質なデジタル家電を開発し市場に投
入するとともに、早い時期からグローバル化を進め北
米等のマーケットを開拓し競争力のある商品を提供し
てまいりました。しかし、現在、中国製テレビが市場
に台頭してきたことにより、かつてない熾烈な競争状
態にさらされています。一方、IT 技術、インターネッ
トの急速な普及・進展によりビジネスからライフスタ
イル、さらに社会構造までもが大きく変化してきてお
ります。

このような厳しい環境のもと、船井電機が生き残っ
ていくためにはお客様のニーズ、要望を常に把握する
とともに、新しい技術とビジネスモデルを取り入れ、
新商品・サービスを早期に提供していくマーケッティ
ング力、開発力が必須となってまいります。また、こ
の新規ビジネスの立上げ、新しいマーケット構築等の
ためには、技術、資金、人材、企画力を有する企業と
のアライアンスも不可欠と認識しております。

船井電機を創業から 60 年維持・発展させてきたモ
ノづくりの強み（コアコンピタンス）を活かし、社是
である「より良い製品を  より厚い信用を  より実り
ある共存共栄を」を尊重し、新しい価値を創造できる
会社に「生まれ変わって進化」できるよう社員一丸と
なって全力で取り組んで参ります。

｜ Message from Chairman and CEO ｜トップメッセージ｜

トップメッセージ
Reborn & Evolution
－生まれ変わって進化－

代表取締役会長兼社長

板東 浩二
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｜ At a Glance ｜一目でわかる FUNAI ｜

売上高

5% 38 億円
開発・新規事業

5% 42 億円
プリンティングソリューション事業

14% 110 億円
デジタルメディア事業

売上高※ 1

804 億円

米州売上構成比※ 1

63%

売上高
804
（億円）

一目でわかるFUNAI
株式分布状況※ 2

米国市場向け 65 インチ Android TV™

※1  2021年3月期連結業績　　※2 2021年3月31日付

HD ブルーレイ

車載用バックライトユニット

76% 614 億円
ディスプレイ事業

ネイルアートプリンター

（単位：千株）

その他国内法人
5,429 (15.03%)

外国法人等
7,443 (20.60％）

金融機関
3,393 (9.39%）

自己名義  
2,011 (5.57％）

金融商品取引業者
1,638 (4.54%)

個人・その他  
16,214 (44.88％）

合計
36,130
千株
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｜ Highlight ｜財務ハイライト｜

財務ハイライト
売上高

（百万円）
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米国市場における液晶テレビの好調な
販売が当期第 3 四半期まで持続した
ものの、年末商戦向け特売製品の販
売を行わなかったこと、当期第 4 四
半期では液晶パネルの価格が高騰し、
利益率が悪化したことで販売数量を
調整したこと等により、売上は前期
比 9.0％減の 80,448 百万円となりま
した。

特許権の売却に伴う特別利益および連
結子会社ののれんの一時償却等による
特別損失を計上した結果、12 百万円
の親会社株主に帰属する当期純損失と
なりました。

米州は前期比 2％増の 63％、日本は
前期比 1％減の 35％となりました。

設備投資額は前期比 6 億円減の 8億
円、減価償却費は前期比 1 億円減の
11億円となりました。

米国における液晶テレビ事業の利益率
は改善されたものの、第 4 四半期か
らの液晶パネル価格高騰が利益率を
圧迫したことが主な要因となり、328
百万円の営業損失となりました。

自 己 資 本 比 率 は 前 期 比 2.2％減の
70.2％となりました。



6CORPORATE PROFILE

｜ Business Description ｜事業紹介｜

シンプルで高品質な製品を世界に

展開する製品ブランド
 国内で展開しているブランド  北米で展開しているブランド

創業以来、コストパフォーマンスと品質に優れた製品開発
力と供給力を発揮し、世界のデジタル家電市場で確かな信頼
を築き上げてきた、船井電機。

現在は、薄型テレビを扱う「ディスプレイ」、BD（ブルー
レイディスク）関連製品などを扱う「デジタルメディア」、
プリンター関連製品を扱う「プリンティングソリューショ
ン」、更に歯科用 CT スキャン装置や車載関連製品などの高品
質製品を開発製造する「開発・新規事業」の 4 つの領域で、
幅広く事業を展開しています。

主力であるディスプレイ事業では 4 つのブランドで小型か
ら大型までの薄型テレビを、デジタルメディア事業では BD
関連製品を、それぞれ国内・北米向けに展開しています。こ
れらの AV 製品は、その優れた供給力と価格競争力が評価さ
れており、特に薄型テレビは北米市場で日本メーカーとして

はトップクラスのシェアを誇っています。
プリンティングソリューション事業ではインクカートリッ

ジや特殊プリンター製品を、開発・新規事業では OEM（受
託製造）顧客との強固なパートナーシップを活かして、高付
加価値の製品の開発・製造販売を実現しています。

世界のデジタル家電市場は、台頭する中国・台湾・韓国メー
カーとの機能やデザインおよび価格面での競争が激化する中
で、厳しい淘汰の時代を迎えています。

しかし、こうした厳しい環境にあるときこそ、独自の先行
開発力と強固な生産体制を有する船井電機の真価を発揮する
チャンスと捉えています。消費者のニーズにマッチした製品
をスピーディに開発・生産し、コストパフォーマンスと品質
に優れた製品を世界の市場に提供することで、ブランド価値
の向上とシェア拡大を図っていきます。 

ハードディスク内蔵有機 EL テレビ ＜7030 シリーズ＞
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世界が認めた高画質映像  
日本の有機ELに新しい選択

あらゆる印刷ニーズに応える 
プリンティングビジネスを展開

AVユーザーの感動を誘う 
高画質録画機能

幅広いOEMニーズに 
最新技術・最適生産で対応

3 つのブランド（Philips、Magnavox、Sanyo）を展開
する北米市場では、日本メーカーとしてトップクラスのシェ
アを維持しています。国内市場では、2017 年からヤマダ電
機（現ヤマダホールディングスグループ）での『FUNAI ブ
ランド』独占販売を開始し、順調に販売を拡大しています。

1997 年からインクジェットプリンター製品の OEM を
担ってきたノウハウを活かし、本格的に事業展開。サーマル
インクジェット技術を活用した自社開発の業務用インクカー
トリッジやネイルアートプリンターをはじめとし、B2B な
らびに OEM 分野において、さまざまな用途に対応するプリ
ンター関連製品を製造しています。更に、世界最大の日用消
費財メーカー ザ・プロクター・アンド・ギャンブル・カン
パニーと提携し、美容分野への製品を投入してまいります。

北米市場では、2016 年から 4K Ultra HD ブルーレイ
対応 BD プレーヤー市場に参入し、国内市場においても、
2018 年 7 月からヤマダ電機（現ヤマダホールディングスグ
ループ）独占販売の『FUNAI ブランド』において 4K Ultra 
HD ブルーレイ対応 BD レコーダーの販売を開始。薄型テレ
ビとトータルに拡販を進めています。

米国市場向け歯科用 CT スキャン装置の生産、産学連携に
よる大学医学部との介護用ベッドの開発・試作など、メディ
カル・ヘルスケアの領域において、幅広いニーズに高い技術
力でお応えしています。そのほか車載機器の開発にも取り組
んでおり、当社の光学技術をベースとしたメーターパネルや、
駆動用インバーターなどの部品・モジュールの供給を行って
いきます。

ディスプレイ事業

プリンティングソリューション事業

デジタルメディア事業

開発・新規事業

（2020年度）
614億円

売上高
構成比率76%

（2020年度）
42億円

売上高
構成比率5%

（2020年度）
110億円

売上高
構成比率14%

（2020年度）
38億円

売上高
構成比率5%

米国市場向け 65 インチ Android TV™ HD ブルーレイ

ネイルアートプリンター 歯科用 CT

｜ Business Description ｜事業紹介｜
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｜ Topics ｜トピックス｜

TOPIC

TOPIC

　2021 年 6 月より従来の液晶テレビを超える豊かな色再現を実現した「4K 量子
ドットテレビ（“FUNAI Qdt TV”）」（Q540 シリーズ）の発売を開始し、全国の
ヤマダホールディングスグループで独占販売する FUNAI ブランドテレビのライン
アップを拡充しました。 
　4K 量子ドットテレビは、量子ドット（直径数ナノメートルの半導体粒子）を含
むモジュールを液晶パネルに搭載し、光の波長を変換することで多彩な色の再現を
可能にしたテレビです。Q540 シリーズは、当社が長年培ってきた光学設計技術を
駆使して高純度の青色・緑色・赤色と肌色などの中間色の再現力を両立させ、4K
テレビの明るいシーンを豊かな色彩で楽しみたいお客さまのニーズに応えます。
　さらに、世界中の映画作品や劇場で採用されている立体音響技術「Dolby Atmos®（ドルビーアトモス）」に対応したこと
により、まるで映像の世界に入り込んだかのような、異次元の没入感を実現します。様々な配信サービスやゲームなどのアプ
リをインストールできる Android TV™ も標準搭載され、ニューノーマル時代にマッチした家庭に臨場感あふれる豊かなエン
ターテインメント体験をご提供します。

　ヤマダホールディングスグループでの独占販売を行っている FUNAI ブランドに、当社がテレビメーカーとして培った映像技
術を駆使した「FUNAI ゲーミングモニター」2 シリーズ 3 機種を 2021 年 6 月下旬より追加しました。
　「FUNAI ゲーミングモニター」は「540 シリーズ」、「440 シリーズ」ともに 240Hz 超高速リフレッシュレートに対応し、
応答速度 1ms という高速応答を実現しています。このため、ターゲットを確実に捕捉するなど、動きの激しいゲームでも残
像感の少ない滑らかな映像でのプレイが楽しめます。さらに、当社が液晶テレビ開発で長年培ってきた独自の画質設定技術

“Panoramic wide color”を駆使して約 1,677 万色の広色域を再現し、鮮やかで臨場感あふれるダイナミックな映像をお届け
します。
　32 型、27 型の「540 シリーズ」では、ディスプレイに曲面パネルを採用しています。これにより映像に包み込まれるよう
なパノラマ効果とともに、画面の両端部と中心の奥行きの差が立体的な視覚効果をもたらし、まるでゲームの世界に入り込んだ
ような幻想的な空間を創出します。また、画面上のすべての映像がプレイヤーの視点から等距離となるため、焦点を合わせなお
す必要がなく、レーシングやシューティング、バトルプレイのような動きの速いゲームにも最適です。「FUNAI ゲーミングモニ
ター」はこれまでにないリアルな臨場感とともに没入感のあるゲーム体験を快適にお楽しみいただけます。

240Hz 高速リフレッシュレート対応
FUNAI ゲーミングモニター 3 機種を販売

FUNAI 4K 量子ドットテレビ “FUNAI Qdt TV” 
Q540 シリーズ

トピックス
4K 量子ドットパネルを搭載し色域を向上したプレミアム液晶テレビ 　
全国のヤマダホールディングスグループで独占販売

FUNAI ゲーミングモニターラインアップ（左 : 曲面型 32 型、中央 : 曲面型 27 型、右 : 平面型 27 型）
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更なる競争力強化を目指す
高付加価値化、部品点数の削減、現地設計、最適地生産。
船井電機は、高付加価値商品とコスト競争力を両立させ、グローバルな競争に打ち勝つ更なる競争力の強化を�
図っております。

生産性向上への挑戦
船井電機は、高品質かつコストパフォーマンスの高い製品を提供するために、
独自の FPS（Funai Production System）で、生産性の向上を継続的に追求しています。

船井電機を取り巻く経営環境は、貿易摩擦の影響、グロー
バルな競争相手の出現などにより厳しさを増しています。

この厳しい競争を勝ち抜くには、船井電機の強みである世
界トップクラスの価格競争力に加えて、お客様に選んでいた
だける魅力ある製品の開発を両立していく必要があります。

コスト競争力という点では、部品点数の削減、共通化及び
海外 R&D を使った新規現地部品の発掘、開発固定費の削減な
どを推し進めています。設計業務を一部マレーシアや中国な
どの開発拠点で行い、開発期間の短縮と工数の削減、現地部
品調達の効率化を推進しています。

お客様に選んでいただける高付加価値商品を創出するため
に、短期的な開発だけでなく、中長期の開発テーマを見据えて、
優位性構築に結び付ける付加価値技術を取り込んでいきます。

船 井 電 機 独 自 の 生 産 シ ス テ ム FPS（Funai Production 
System）は、生産ラインにあえて負荷をかける（構成員を減
らす、ベルトコンベアのスピードを上げる）ことにより、生
産プロセスの問題点を発見し、自発的な改善を促す生産性向
上活動です。

このサイクルを繰り返すことで、現行生産体制の課題発見
とともに生産スタッフの自発的な改善意識も養われ、継続的
な生産性の向上が図れます。当社は FPS を持続的な成長を実
現する原動力と位置づけ、更なる生産向上に向け取り組んで
参ります。

ラインに
あえて負荷を
かける

問題の発見

改善活動

問題の解決

高付加価値化

コスト競争力と
高付加価値化の

両立

部品点数削減 海外現地設計

設計

生産

Design

Production

設計の考え方

継続的に生産性を向上する FPS

｜ Core Competence ｜船井電機の強み｜

大型液晶テレビ

主要マーケット 生産拠点

インクカートリッジ

液晶テレビ

BD、プリンター

有機ELテレビ
その他
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世界各地の市場ニーズをキャッチ
船井電機は、世界各地の市場特性を踏まえた販売戦略を展開しています。世界最大の北米市場では、有力量販店と
の関係を強化して市場のニーズを的確に把握し、トップクラスのシェアを維持。2017年からは日本国内でも、�
最大手の家電量販店ヤマダ電機で『FUNAI ブランド』の独占販売を開始しています。

大型液晶テレビ

主要マーケット 生産拠点

インクカートリッジ

液晶テレビ

BD、プリンター

有機ELテレビ
その他

販売Sales

グローバル販売拠点・生産拠点

販売チャネルとの緊密な関係を活かして市場のニーズや最
新トレンドを的確に把握し、高品質かつコストパフォーマン
スに優れた製品を提供する、船井電機の販売戦略。

主力製品である液晶テレビでは、北米における日本メー
カーのなかで出荷台数はトップシェア※を誇っています。また
日本国内市場でも、2017 年 6 月からヤマダ電機での『FUNAI
ブランド』の独占販売がスタートし、2020 年 6 月よりハー
ドディスク内蔵有機 EL テレビとして初めて Android TV™
を採用した 7030 シリーズを含む 4 シリーズ全 10 機種の発
売を開始し、全国のヤマダ電機グループで独占販売を行って
いる FUNAI ブランドテレビのラインアップを刷新しました。
市場のニーズに応じた製品開発・販売戦略を進め、市場での

プレゼンスを着実に高めています。
プリンター関連製品については、当社が保有するサーマル

インクジェット技術を応用した製品であるネイルアートプリ
ンターを市場へ投入し、好評を得ております。また、新規事
業については、介護・医療機器関連の開発・生産を進める一方、
アライアンス戦略のもと、小型電気自動車開発のベンチャー
である FOMM 社、世界最大の日用消費財メーカー P&G 社、
日本最大の映像プラットフォーム「ひかり TV」を提供して
いる NTT ぷらら社、ROKI 社などと提携をしており、次世代
のニーズを見据えた製品開発を展開しております。

※	2014 年～ 2019 年　船井液晶テレビ　北米出荷シェアにおける
日本メーカーとの比較　IHS Markit 調べ
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「より良い製品を、より厚い信用を、
より実りある共存共栄を」の社是精神
のもと、お客様にご満足いただける高
品質かつ地球環境にやさしい製品の設
計・製造を行っております。

具体的には、「原材料の使用量を削
減するための省材料設計」、「製品の使
用時および待機時の消費電力を削減す
る省エネ設計」、「製品のスリム化や軽
量化により製品輸送を効率化し運搬時
の環境負荷を削減する省運搬設計」、

「人体や環境へのリスクを最小化する
製品への有害化学物質含有管理」を軸
として環境に配慮した製品設計を進め
ております。また、社内に環境に配慮
した設計を推進する全社横断的組織を
設置し、継続的な活動を行っており
ます。

● グリーン調達活動
グループ企業行動憲章の理念のもと、

地球環境の保全に努めており、その一
環として、製品に含有する化学物質に
よる人体や環境へのリスク低減を推進
しております。 このリスク低減に向け

て、当社では「グリーン調達基準書」
を制定し、当社のみならず部品 / 材料
メーカーも含めたサプライチェーンを
通じて、環境にやさしい部品 / 材料の
調達を行っております。

具体的には、世界各国で規制が行わ
れている有害な化学物質を禁止・制限
するとともに、当社の部品 / 材料調達
先と協力して、有害な化学物質が製品
に入らない製品含有化学物質管理シス
テムを構築・運用しております。

● 地球温暖化防止の取り組み
一般社団法人 日本経済団体連合会が

推進する「低炭素社会実行計画」に電機・
電子温暖化対策連絡会を通じて参画し、
企業活動による地球温暖化対策に取り
組んでおります。

製品開発においては、「地球温暖化ガ
ス（CO2）の削減」を製品開発の指標
のひとつとして掲げ、「消費電力の削
減」、「製品の小型化」、「輸送の効率化」
など多方面にわたる新たな課題を克服
しながら、地球温暖化防止に貢献でき
る全社的取り組みを継続しております。

● 製品アセスメントの取り組み
当社では、環境への負荷を減らす製

品づくりのため、製品の生産から廃棄
までの間に発生する環境への負荷を省
エネ・省資源・リサイクル・有害物質
の含有等の面から評価する「製品アセ
スメント」を毎年実施し、より環境負
荷の小さい製品の設計開発に役立てて
おります。

持続可能な社会の実現に向けて

船井電機は、設立以来、機能性を重
視した電機製品の優れた供給力とコス
トパフォーマンス性をセールスポイン
トに、映像機器分野において絶大なる
信頼を築き上げてきました。

これまでの足跡のなかで培われた当社
独自の生産システムである FPS（Funai 
Production System）や、メカトロニ

クス技術力、グローバルな最適地生産・
販売体制は当社の最も重要な経営資源で
あり、厳しい業界競争を生き抜く最大の
武器であると考えています。

また、これまで以上に品質、納期、
コスト面に磨きをかけ、常に時代の要
請に応えられる製品を世界へ送り出し
ていきたいと願っています。

そのなかで、経営の柱の一つとして、
環境活動への取り組みにつきましても
積極的に進めています。

当社の事業所での活動と製品におけ
る活動を環境活動の両輪として、継続
して推進しています。

経営の柱の一つとして、環境活動への取り組みも積極的に推進

｜ ESG ｜ ESG への取り組み｜

製品における活動と実績
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当社グループでは、創業の精神を体
現し、グローバルに活躍する人材、プロ
フェッショナルな人材を育成することを
最重要課題として捉えており、入社後の
教育 ･ 研修にも力を注いでいます。

新人社員に対しては、社会人として
の基礎知識と仕事の進め方の習得を目
的として、毎年 4 月に新入社員研修
を実施しています。職種に関わらず 3
カ月間の海外工場研修を実施し、当
社独自の生産方式である FPS（Funai 
Production System）の考え方を修得
しています。ビジネススキル、技術ス
キル向上へ意欲的な従業員の自己啓発
を促すため、社内外の講師によるスキ
ルアップ研修を常時開催しているほか、
管理職や専門職のマネジメントスキル
向上のため、定期的に階層別研修を実
施しています。

グローバルな人材として不可欠な語
学力については、各種英語研修を実施、
昇進昇格要件に TOEIC スコアを導入し
て英語力向上に対するモチベーション
の維持を図っています。

一方で、健康な状態で仕事に向かい、
一人ひとりが能力を発揮するために、

従業員の健康管理に関しても積極的に
取り組んでいます。全従業員参加の「健
康づくり運動」の実施をはじめ、健康
や栄養に関する情報提供、産業医によ
る健康管理講座を開催しています。

また、厚生労働省の「労働者の心の
健康の保持増進のための指針」を受け
て、「心の健康づくり計画」の策定に取
り組み、社内体制を整備し、相談窓口
を設けてメンタルヘルス対策に取り組
んでいます。

人材教育/社員の健康管理への取り組み

船井電機では、企業行動憲章の理念
のもと、地球環境の保全に努めており、
その一環として、製品に含有する化学
物質による環境負荷の低減を推進して
おります。

この環境負荷の低減に向けて、当社
では調達取引先と協働して、当社およ
び当社取引先での含有化学物質管理体
制を構築するとともに、環境への負荷
が大きい化学物質の製品への含有禁止
に取り組んでおります。

J-Moss とは、日本において電気電子
機器に含有される化学物質の表示に関
する JIS 規格の略称です。

JIS C 0950：2008 に基づき特定の
製品群 ( テレビ、パーソナルコンピュー
タ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機、電子
レンジ、衣類乾燥機 ) に対して特定化学
物質 * の含有表示が法令で義務付けら

れています。 また、含有率が基準値以
下の場合には、「J-Moss グリーンマー
ク」を表示することができます。

船井電機のテレビにおいては、設計
段階から環境に配慮した材料・部品を
選定し、「J-Moss グリーンマーク」の
基準を満たしております。

*	鉛、水銀、カドミウム、六価クロム、 ポリブ
ロモビフェニル、ポリブロモジフェニルエー
テルの 6 物質が対象

環境に配慮した製品開発
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｜ ESG ｜ ESG への取り組み｜

コーポレート・ガバナンス
【コーポレート・ガバナンスの概要】

船井電機は、株主、消費者、取引先、地域社会、社員等の社内外のステークホルダーに対する経営の透明性を高め、経営の健全性・
効率性を確保し迅速な意思決定を図ることで経営環境への変化に対応し、継続的な企業価値の向上を図っていくことをコーポ
レート・ガバナンスに関する基本的な考え方としております。

この考え方に基づき、当社は機動的な意思決定と迅速な業務執行体制の確立を図るため、執行役員制度を導入しております。
また、当社では船井グループの全役員及び社員の行動規範として「船井グループ企業行動憲章」並びに本憲章を基本とする「船

井グループ調達方針」を制定し、CSR（企業の社会的責任）活動を推進しております。

【企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由】
当社は、コーポレート・ガバナンスの体制として、監査

役設置会社を採用し、取締役会、監査役及び会計監査人を
設置しております。

一方、迅速な業務執行体制の確立を図るため執行役員制
度を導入しております。また、監査役以外に、取締役会の
任意の諮問機関として「指名委員会」、「報酬委員会」及び「投
融資審議会」を設け重要な意思決定プロセスの客観性及び
透明性を確保しております。 

【取締役会】
取締役 7 名（うち社外取締役 1 名）で構成されており、

迅速な意思決定が図られております。特別の利害関係が無
い社外取締役が取締役会の意思決定に参加することで、経
営の健全性・透明性が担保されております。

【諮問機関】
・指名委員会

取締役の中から取締役会が選定したメンバーで構成され
ており、取締役会の諮問機関として取締役会に対し取締役
候補者等の推薦を行うことで、取締役候補者等の選定プロ
セスの透明性と客観性を確保しております。 
・報酬委員会

取締役の中から取締役会が選定したメンバーで構成され
ており、取締役会からの委任を受けて、取締役及び執行役
員の報酬等を決定することで、報酬決定プロセスの透明性
と客観性を確保しております。
・投融資審議会

取締役及び執行役員の中から社長が選定したメンバーで構成されており、当社における重要な投融資案件について、個別に
その内容を全社的観点に立って審議することで、投融資案件の可否判断プロセスの透明性と客観性を確保しております。 

株主総会

指名委員会

報酬委員会

投融資審議会

内部統制委員会

業務担当取締役・執行役員

代表取締役（COO）

取締役副会長

代表取締役会長兼社長（CEO）

各事業部門・子会社監査室

 

 
 

（任意の委員会等）

取締役会監査役

会計監査人



14CORPORATE PROFILE

｜ ESG Topics ｜ ESG トピックス｜

地域・社会でのさまざまな活動

米国では、「“Children’s Miracle Network”：子供の病気を治療する病院へのサ
ポート」に船井グループとして協賛し、慈善事業に参加しております。

当社はまた、「“Sharing & Caring”：Holiday Season に恵まれない子供たちへ
のサポート」に Walmart や Sam’s Club と協賛して参加し、当社 TV と DVD 製品
を寄付いたしました。

これらの活動を通して、子供たちの夢をかなえ、生きる力や病気と闘う勇気をもっ
てもらいたいと願っており、ご家族、また紹介者や寄贈者などのスポンサーなどコミュ
ニティ全体に貢献して参ります。

本社の所在地である大阪府大東市のふるさと納税の返礼品として、当社製品を採用していただいております。2019 年度は
約 4000 台のお礼の品を提供しており、大東市のふるさと納税を通して地域活性化に大きく貢献すると共に、当社の知名度向
上を図っています。

社会貢献・協賛活動

地元に密着した貢献活動

2018 年 2 月、当社は、米国メジャーリーグ『ロサンゼルス・エンゼルス』とパー
トナーシップ契約を締結しました。

エンゼルスには“二刀流”大谷翔平選手が在籍しており、日本だけでなく米国
においても大きな注目を集めています。

パートナーシップ契約の主な内容は、エンゼルスのホームゲーム試合後のヒー
ローインタビュー会見会場「メディアバナー」において、FUNAI ロゴおよびエン
ゼルスロゴを併記したボードを設置するほか、大谷選手が出場した試合後のイン
タビューもこのメディアバナー前で行われます。

FUNAI ブランド浸透を図る
ロサンゼルス ･ エンゼルスとパートナーシップを継続

2021 年 2 月、当社はプロサッカー J リーグのクラブ「SC 相模原」とのスポンサー
契約を更新しました。2021 シーズンにおいても SC 相模原の公式ユニフォームパン
ツをはじめ、公式ホーム試合やイベント時に使用するインタビューボード、ゴール裏
側に設置する場内看板、公式ホームページや公式発行物にコーポレートロゴを表示し、
FUNAI ブランドの浸透を図ります。

神奈川県の相模原市、座間市、綾瀬市、愛川町をホームタウンとする SC 相模原は、
2020 シーズンから元日本代表の稲本潤一選手がチームに加入しました。2021 シー
ズンからはJ2リーグに昇格し、さらなる躍進が期待されています。当社は、スポンサー
契約により同チームの活動を支援し、各種コラボレーション企画やプロモーション活
動を通じてスポーツの振興と活性化に貢献してまいります。

サッカー J リーグ 「SC 相模原」とのスポンサー契約を更新

パンツ部に当社コーポレートロゴが表示されたＳＣ
相模原 2021 シーズン公式ユニフォーム

（写真中央 2020 シーズンからＳＣ相模原に 
加入した元日本代表の稲本潤一選手）
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｜ History ｜沿革｜

製品開発の軌跡とともに
船井電機の歴史をご紹介します。

製品の歩み

1990s
1992年3月 ● 香港に中国広東省で委託加工を行うため、嘉財実業

有限公司（現船井電機（香港）有限公司、現連結子
会社）を設立

1996年1月 ● 国内サービス拠点として船井サービス㈱（現連結子会社）
を設立

1999年2月 ● ㈱大阪証券取引所市場第二部に株式を上場

2000s
2000年3月 ● ㈱東京証券取引所市場第一部に株式上場、 

並びに㈱大阪証券取引所市場第一部に指定
2000年11月 ● 船井軽機工業㈱を吸収合併
2001年3月 ● 決算期を６月15日から３月31日に変更
2003年7月 ● タイ ナコンラーチャシーマーに生産拠点として

FUNAI（THAILAND）CO., LTD.（現連結子会社）
を設立

2006年10月 ● ポーランド ルブシュに生産拠点としてFUNAI 
ELECTRIC（POLSKA）Sp. z o.o.を設立

1960s
1961年8月 ● 大阪市生野区に資本金20百万円にて船井電機㈱を設立 

（船井軽機工業㈱のトランジスタラジオ部門を分離独立）
1964年3月 ● 広島県深安郡（現福山市）に生産会社として中国船井

電機㈱（現連結子会社）を設立
1968年5月 ● 台湾高雄市に海外初の大規模生産拠点として台湾 

船井電機股份有限公司を設立
1969年4月 ● 大阪府大東市に新社屋竣工（現本店所在地）

1970s
1970年9月 ● 米国に販売拠点としてFUNAI AMERICA ELECTRIC 

SERVICE CORP.（後にFUNAI USA CORP.）を設立
1976年9月 ● 本店を大阪府大東市に移転

1980s
1980年6月 ● ドイツ ハンブルグに販売拠点としてFUNAI 

ELECTRIC TRADING（EUROPE）GmbHを設立
1983年7月 ● 東京都千代田区に東京支店を設置
1987年3月 ● 国内市場に本格参入

当社の前身である船井軽
機工業(株)で生産が開始
され、当社設立のきっか
けとなったトランジスタ
ラジオ。
米欧大手メーカー向けの
OEMを中心に爆発的な
売れ行きとなりました。

回転機構の制御技術を中
心としたメカトロニクス
技術を応用し、さまざま
な製品の製造技術に展開
できるようになりました。

米大手プリンターメーカー
向けOEM製品。量産化に
成功しました。

2000年にはインクジェッ
タープリンターに続いて
モノクロレーザービーム
プリンターの生産を開始
しました。

米プロジェクター専業
メーカー向けOEM製品。

自社ブランドに加
え、大手他社から
のOEMを受注し、
世界でトップクラス
のシェアを獲得しま
した。

8トラック力ーステレオ
は当時世界一の生産台数
を記録しました。

2000年代に北米でトッ
プシェアを獲得しました。

生産を開始して数年
後には北米でトップ
シェアを獲得しました。

当社独自開発のコン
パク卜型ビデオカ
セットレコーダ。
世界で初めてエベレ
ス卜山頂からのビデ
オ撮影に成功するな
ど、その高い技術力
が注目を集めました。

1959
トランジスタラジオ

1963
オープンリール�
テープレコーダ 

1968
8トラック�
カーステレオ 

1969
ホームステレオ 

1971
ラジカセ 

1971
カセットカーステレオ 

1977
ステレオカセット�
テープデッキ 1980

CVC方式ビデオ 

1994
エアコン 1997

インクジェットプリンター

1999
DVDプレーヤ 

2000
レーザービームプリンター

2002
プロジェクター  

2002
液晶テレビ

2004
DVDレコーダ  
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2007年9月 ● マレーシアに開発拠点としてBROADTEC TV R&D 
CENTER SDN. BHD.（現FUNAI MALAYSIA R and 
D SDN. BHD.）を設立

2007年10月 ● 米国 オハイオにサービス拠点としてFUNAI SERVICE 
CORPORATION（現連結子会社）を設立

2008年6月 ● 米国 ジョージアに販売拠点としてP&F USA, Inc.
（現FUNAI CORPORATION, INC.、現連結子会社）
を設立

2009年4月 ● メキシコ メヒコに販売拠点としてP&F MEXICANA, 
S.A. DE C.V.（現連結子会社）を設立

2010s
2011年6月 ● 中国に開発拠点としてFUNAI ELECTRIC R&D 

(SHENZHEN) CO., LTD.を設立
2013年4月 ● フィリピン バタンガスに生産拠点としてFUNAI 

ELECTRIC PHILIPPINES INC.（現連結子会社）
を設立

2013年4月 ● Lexmark International, Inc.よりインクジェットプ
リンター関連製品製造子会社（現FUNAI ELECTRIC 
CEBU, INC.、現連結子会社）の全株式取得

2015年6月 ● 監査等委員会設置会社に移行

2016年4月 ● メキシコ ティファナに生産拠点としてFUNAI 
MANUFACTURING, S.A. DE C.V.（現連結子会社）
を設立

2017年5月 ● 船越秀明が代表取締役執行役員社長に就任
2017年6月 ●「FUNAIブランド」テレビ、BDレコーダのヤマダ 

電機での独占販売開始
2017年7月 ● 創業者 船井哲良が逝去
2018年4月 ● P&F USA, INC.（現連結子会社）を合併存続会社

としてFUNAI CORPORATION, INC.を吸収合併
P&F USA, INC.（現連結子会社）の社名をFUNAI 
CORPORATION, INC.に変更

2019年6月 ● 株式会社NTTぷららと業務提携
2019年10月 ● 株式会社ROKIと業務提携

2020s
2020年5月 ● プレキシオン株式会社を子会社化
2021年7月 ● 板東浩二が代表取締役会長兼社長に就任

CVCの開発で培った
技術力をベースに、
VHS方式のビデオを
展開しました。
その後、モーター、
シリンダーなどの基
幹部品を含むビデオ
メカデッキの内製化
に成功し、製品競争
力が飛躍的に向上し
ました。

DVDより高画質な新
世代光ディスク規格
に参入しました。

家庭用コードレス電話を
開発し、通信機器事業に
参入しました。
世界初のアンテナレス・
コードレス電話機を開発
しました。

日本においては、2011
年の地デジ移行に伴い記
録的ヒットとなりました。

ブラウン管テレビとビ
デオを一つにしたビデ
オ内蔵型テレビ。
1990年 代 後 半 か ら
2000年代前半にかけ
て大きく伸長し、北米
で60％超のシェアを獲
得しました。

史上初となるハードディ
スク内蔵有機ELテレビの
株式会社ヤマダ電機にお
ける独占販売を開始しま
した。

世界初の自動製パン器 
1号機。

「らくらくパンだ」の商
品名で発売。当社の日
本市場本格参入第1号
製品。
日本経済新聞社の年間
優秀製品賞「最優秀賞」
を受賞しました。

スティックタイプの小
型STBをテレビに接続
することで、普通のテ
レ ビ が Android™ 4.0
搭載のスマートテレビ
になる端末を、通信キャ
リア向けに開発し販売
しました。

米 大 手 カ メ ラ メ ー
カー向けOEM製品。

FUNAIブランドとして、
初めて国内大手量販店全
店舗に展開された製品。
その後業務用としても販
売されました。

誰でも簡単に短時間で自
分の爪にプリントして楽
しめる、まったく新しい
商品の販売を開始しま
した。

1985
電子レンジ

1986
ブラウン管テレビ 1988

ファックス1983
VHS方式ビデオ 

1983
コードレス電話機

1985
テレビデオ  

1987
自動製パン器 1989

レーザーディスク�
プレーヤ

2004
デジタルスチル�
カメラ 

2008
ブルーレイディスク�
プレーヤ 

2009
ブルーレイディスク
レコーダ 

2012
LED照明   

2013
スティック型�
スマートテレビ端末  

2018
有機ELテレビ  

2019
ネイルアー ト�
プリンター『CureNel』   



FUNAI MALAYSIA R and D SDN. BHD.

FUNAI (THAILAND) CO., LTD.

FUNAI ELECTRIC PHILIPPINES INC.

FUNAI ELECTRIC CEBU, INC.

P&F MEXICANA, 
S.A. DE C.V.

FUNAI LEXINGTON
TECHNOLOGY CORPORATION 

FUNAI SERVICE CORPORATIONFUNAI ELECTRIC (H.K.), LTD.

FUNAI ELECTRIC R&D 
(SHENZHEN) CO., LTD.

FUNAI CORPORATION, INC. 

FUNAI TRADING CORP.

FUNAI MANUFACTURING, 
S.A. DE C.V.

株式会社グラフィック株式会社グラフィック

中国船井電機株式会社

船井サービス株式会社船井サービス株式会社
大阪本社大阪本社

株式会社エフ、ジー、エス株式会社エフ、ジー、エス

プレキシオン株式会社プレキシオン株式会社
東京本社

社 名 船井電機株式会社
設 立 1961（昭和 36）年 8 月
住 所 〒 574-0013 大阪府大東市中垣内 7 丁目 7 番 1 号

TEL 072-870-4303　FAX 072-871-1112
URL https://www2.funai.co.jp

資 本 金 313 億 07 百万円（2021 年 3 月末現在）
売 上 高 804 億 48 百万円（2021 年 3 月期）
社 員 数 2,243 名（2021 年 3 月末現在）
業 種 電気機器
主な事業内容 ディスプレイ事業 薄型テレビ

デジタルメディア事業 BD プレーヤー／ 
レコーダー

プリンティング��
ソリューション事業

プリンター
インクカートリッジ

開発・新規事業 その他機器

事業所・子会社
事務所 大阪本社

東京本社
販売子会社 FUNAI CORPORATION, INC. 

FUNAI TRADING CORP.
P&F MEXICANA, S.A. DE C.V.

製造子会社 中国船井電機株式会社
FUNAI MANUFACTURING, S.A. DE C.V.
FUNAI ELECTRIC (H.K.), LTD.
FUNAI (THAILAND) CO., LTD.
FUNAI ELECTRIC CEBU, INC.
FUNAI ELECTRIC PHILIPPINES INC.

研究開発子会社 FUNAI ELECTRIC R&D (SHENZHEN) CO., LTD.
FUNAI MALAYSIA R and D SDN. BHD.
FUNAI LEXINGTON TECHNOLOGY �CORPORATION

その他子会社 船井サービス株式会社
株式会社エフ、ジー、エス
株式会社グラフィック
プレキシオン株式会社
FUNAI SERVICE CORPORATION

役員一覧 （2021年10月1日付）
取締役　
代表取締役 会長兼社長	 板東　浩二
取締役 副会長	 船越　秀明
代表取締役	 上田　智一
取締役 常務執行役員	 足立　元美
取締役 執行役員	 伊藤　武司
取締役	 木寺　文明
社外取締役	 酒迎　明洋

監査役　
監査役	 宇賀　和男

執行役員
執行役員	 大浦　久治
執行役員	 榊原　将永
執行役員	 赤穂谷　匡広

〒 574-0013 大阪府大東市中垣内 7 丁目 7 番 1 号
TEL 072-870-4303　FAX 072-871-1112
URL https://www2.funai.co.jp


